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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，米，青果物，畜産物，水産物を対象に，流通チャネルの垂直的統合の態様を，

垂直的マーケティング・システムの視点から実証的に研究した。その結果，米においては，歴

閉鎖的な流通チャネルから開放的流通チャネルへの移行が進むなかで，後方統合型垂直的マー

ケティング・システムが形成されつつあり，卸売市場を中心とした開放的流通チャネルが形成

されている青果物においても，加工・業務用野菜では後方統合型垂直的マーケティング・シス

テムの形成が見られることを明らかにした。他方で，食肉加工企業や水産企業による前方統合

型垂直的マーケティング・システムが早期に形成されてきた畜産物や水産物においても，近年，

後方統合型垂直的マーケティング・システム形成の動きが現れていることも明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, we study empirically from the perspective of vertical marketing system, the 
aspect of vertical integration of agricultural and marine products distribution channels. At 
that time, rice, fruit and vegetables, meat, seafood is the subject of research. As a result, in 
the form of vertical marketing system, the difference can be seen by the item. Among them, 
rice and vegetables even in vertical integration of distribution channels was weak 
historically, that it is seen as a backward integrated vertical marketing system became 
clear. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年の農産物流通の変化の大きな特徴の 1

つは，産地の生産・出荷段階，加工段階，外
食・中食事業者などフード・サービス段階，
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小売段階のいずれにおいても，その経済主体
の大規模化が進んできていることである。と
くに，小売段階においては，消費不況のなか
でスーパーの再編が急速に進み，食品小売業
におけるシェアを高めつつある。また，フー
ド・サービス業界においても業界再編が進行
するなかで，大規模事業者の業容拡大が進ん
でいる。このように，元来は事業者数が多く，
上位企業のシェアが低い競争的な産業構造
を特徴としていたわが国の食品小売業界や
フード・サービス業界において，これまでに
ない大規模な農水産物の需要者・販売者が台
頭してきていることが近年の大きな特徴で
ある。 
 そして，縮小する食市場をめぐる激しい業
態間競争と業態内競争のなかで，生産段階，
集荷段階，食品製造段階，中間流通（卸売）
段階を通したサプライ・チェーンの効率化を
図るために，流通チャネルの垂直的な統合を
進めつつあり，川下主導型の農水産物流通シ
ステムの形成・深化が進んでいる。 
 
２．研究の目的 
本研究においては，以上のような近年のメ

ガ・バイヤーによるサプライ・チェーンの垂
直的統合による川下主導型農水産物流通シ
ステムの形成・深化を，一般流通研究の成果
に着眼し，農水産物流通における垂直的マー
ケティング・システムの形成・深化・変容と
捉え，その態様を明らかにするとともに，そ
れが農水産物流通に及ぼす影響について検
討することを課題とする。 

その際に，一口に農水産物と言っても，品
目によって異なった流通システムが歴史的
に形成されてきたことから，本研究において
着眼する垂直的マーケティング・システムの
形成に関しても，品目によって異なった態様
が見られることが想定される。インテグレー
ションという形態で流通チャネルの垂直的
統合が早期に進んだ食肉や，大手漁業資本に
よる流通チャネルの垂直的統合が早期に進
んだ水産物に対して，米や青果物ではそのこ
とを特徴とする。しかし，川下におけるメ
ガ・バイヤーの形成，産地間競争のなかでの
産地の販売戦略の変化，政策・制度的規制の
大幅な緩和・撤廃などの要因によって流通シ
ステムが大きく変化するなかで，米や青果物
においてもメガ・バイヤーによる流通チャネ
ルの垂直的統合が進み，垂直的マーケティン
グ・システムが形成されつつあると考えられ
る。 

そこで本研究では，生産の特性や商品性の
特性，流通システムに対する政策・制度的規
制の強さなどによって，流通チャネルの垂直
的統合が遅れてきた米と青果物を対象に垂
直的マーケティング・システムの形成・深化
の態様を明らかにするとともに，垂直的マー

ケティング・システムが早期に形成された食
肉，水産物におけるその変容の態様を，米，
青果物と対比して検討することにより，主要
農水産物における垂直的マーケティング・シ
ステムの形成・深化・変容の態様と，それが
農水産物流通システムに及ぼす影響につい
て検討することを課題とした。 

 
３．研究の方法 
 本研究は，農水産物（米，青果物，食肉，
水産物）を対象に，垂直的マーケティング・
システム形成・深化・変容の態様を理論的か
つ実証的に明らかにするとともに，それが農
産物流通システムに及ぼす影響について検
討することを目的とした。そこで，本研究の
方法は，大きく①既存研究を踏まえた農水産
物における垂直的マーケティング・システム
形成・深化・変容の態様に関する理論的研究，
②理論的研究を踏まえた流通業者（小売業者，
フード・ビジネス，中間流通業者）や産地の
実態調査に基づく実証的研究，に分けられる。
これらの両面からの研究を，３年間の研究期
間中に継続的に実施した。また，日本と対比
するために，アメリカにおける垂直的マーケ
ティング・システムについても補足的に研究
した。 
 
４．研究成果 
(1)研究の理論的視点 
 本研究の理論的視点として，商学領域の流
通研究におけるチャネル組織化論，チャネル
統合論の理論的研究成果を踏まえ，生産－中
間流通－小売流通の流通チャネルにおける
開放性・閉鎖性の概念と，チャネル統合にお
ける前方統合（より川上の段階から川下の段
階への統合）・後方統合（より川下の段階か
ら川上の段階への統合）の概念を用いて，垂
直的マーケティング・システム形成の態様を
分析することが有効性を持つことを導いた。 
 
(2)品目別研究成果 
①米 
 米は，食糧管理制度の下で長年にわたって
閉鎖的流通チャネルが形成され，しかも政府
によって流通チャネルが統合されてきた。し
かし，食糧法制定以降の流通自由化段階にお
いて，政府の役割が交代するとともにチャネ
ルの開放化が進み，開放的チャネルへの移行
が進んできた。そのなかで流通チャネルの統
合化における大手ナショナル・スーパーやフ
ード・サービス業者の主導性が強まっている
ことが明らかになった。 
他方で，産地においては全農県本部・経済

連単位での組織的販売体制が，近年になって
弛緩しつつもなお多くの産地において維持
されており，実需者ニーズへの対応を進めて
きた。なかでも，北海道においては，ホクレ



 

 

ン・単協による品質区分の細分化と品別仕分
集荷・販売体制を構築している。こうした対
応のなかで，実需者と産地との取引関係が契
約方式へと進みつつあることが明らかにな
った。ただし，米価変動による契約的取引の
不安定化要因を内在的に抱えている現状で
は，この取引方式が，コンフリクト調整を踏
まえた安定的かつ提携的な関係として形成
されうるのかについては，課題が残される。 
 
②青果物 
 卸売市場流通を基本とした青果物におい
ては，伝統的に開放型の流通チャネルが形成
されている。そのなかにあって，地域段階で
の寡占化が進みつつあるとともに，リージョ
ナル・スーパーの青果物調達システムが，店
舗展開エリアの卸売市場からの仕入れを基
本としつつ，産地直接仕入れや東京・大阪の
拠点卸売市場を帳合する商物分離取引など
調達チャネルの多様化が進んでいることが
明らかになった。 

他方で，卸売市場においても，スーパーの
調達システムに対応するため，拠点卸売市場
と中小規模卸売市場間のネットワークや，中
小卸売市場間のネットワーク形成の動きが
進んでいることが明らかとなった。 
 また，増加してきた加工・業務用野菜，な
かでもサラダ等の生食用においては，製品差
別化戦略や安全・安心を担保する必要性から，
国内産地・生産者との取引における関係性を
強めてきた。ただし，少品目・小ロットの周
年的・安定的調達を特徴とする加工・業務用
野菜の調達においては，農協・農業生産法人
との直接取引は，主要品目でかつ周年供給力
や加工処理能力を農協・農業生産法人が持つ
場合に限られており，一般には卸売業者やカ
ット業者など中間流通事業者の介在を必要
としていることが明らかとなった。 
 
③畜産物 
 畜産物においては，大手食肉加工資本によ
る生産段階の垂直的統合が早期に形成され，
後方統合型の垂直的マーケティング・システ
ムが今日まで維持されている。また，大手ナ
ショナル・スーパーも，おいしさと低価格を
消費者に訴求するために直営牧場や契約・預
託生産方式による生産段階の垂直的統合を
早期に形成してきたが，さらに近年には安
全・安心を消費者に訴求するために生産・流
通段階への関与を強めており，後方統合型の
垂直的マーケティング・システムがより強ま
っていることが明らかになった。 
 
④水産物 

水産物においては，大手漁業資本による前
方統合型の垂直的マーケティング・システム
が，市場外流通だけではなく，卸売市場流通

においても卸売業者等への資本参加や系列
化によって早期に形成されてきた。他方で，
小規模沿岸漁業によって漁獲される水産物
を扱う産地市場等は基本的に開放的流通チ
ャネルであり，垂直的統合の対象とはなって
いなかった。しかし，近年になって，大手ナ
ショナル・スーパーやローカル・スーパーの
なかに，消費者の鮮魚嗜好に対応した商品差
別化のために産地市場との結びつきを強め
る動きが現れており，後方統合型の垂直的マ
ーケティング・システムの形成が見られるよ
うになっていることが明らかになった。 
 

⑤アメリカにおける垂直的マーケティン
グ・システム 
 アメリカにおける青果物流通においては，
パッケージ商品化がさらに進展することに
よって，生鮮食品のグローサリー化，すなわ
ち生鮮食品と加工食品の境界の消失がすす
み，生鮮食品・加工食品を問わず共通の垂直
的マーケティング・システムの構築が生じて
おり，それが典型的にはＰＢ商品化という形
態で進行しつつあることが明らかになった。
その際に，垂直的マーケティング・システム
形成の態様は，従来の資本統合型よりも協同
的ネットワーク型が選択されていることが
明らかになったが，そこに真の提携的な関係
性が構築されつつあるのかについては，今後
の課題として残された。 
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